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５月になり過ごしやすい季節

となりました！

クレープや鯉のぼりワッフル

などのお菓子作りに挑戦！

他にも芝桜や山に景色を観に

行ったりと活動的に過ごして

おります！
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～6月イベント予定表～

※都合により、行事日程や日程が変更になる場合があります。

※天候や状況により多種多様な活動をスタッフと一緒に楽しんで頂いています。

【はたのへお問い合わせ】℡ 0183-73-2060　✉ fukusi@komachi.or.jp

令和5年　JAこまち小規模多機能型居宅介護　夢こまちはたの　6月号

６月中 外食レクリエーション

６月中旬 和菓子作り

６月下旬 ちらし寿司作り

６月上旬 誕生日会

🕯今月の誕生日🎂

6月は雨が多いのに、なぜ「水無月」なのか？

6月に入りました。6月といえば、梅雨の季節。

6月の代表的な和風月名は、「水無月(みなづき)」です。

雨が続く月なのに、水が無い月とはどういうことでしょう。

なぜ「水無月」と呼ぶのか？
「じつは、旧暦6月は、現在の7月頃。いよいよ梅雨も明け、暑さの厳しい日が続く時期なのです。

そこから、水が涸れ尽きて無くなるという意味の「水無し月」が変化したものだといわれます。

ですが、最も有力な説は、田んぼに水を張る月という意味の「水な月」だという説です。

“な”は“の”という意味の古語で、“無”は当て字というわけです。

ほかに、田植えも終わり、大きな農作業をすべてし終える月であることから、“皆仕月(みなしづき)”。

これが変化したという説もあります。

梅雨の時期も、蒸し暑い日が多いことでしょう。風を待ったり、涼しい服装をしたりと、過ごし方に

は、旧暦の時代の6月と共通点があるようです。

体調を崩さないように暑さ対策をしっかりして、元気な毎日を送りたいものですね！


